
施策 意　見 回答

重点的・横断的な取組

■１子育て支援・健康長寿の推進

高齢化を逆手に取り日本一、世界一の長寿島
を目指す。外国の島では、長寿の島として知
られ観光客もさることながら移住人口も多い
と聞きます。施策の参考にしていただきた
い。

移住を含めた施策の検討に当たっては、国内
外の事例も参考にしながら健康寿命日本一を
目指してまいります。

重点的・横断的な取組

■施策全般

人口や財政、全体のＧＤＰ、一人当たり所得
など、全体の姿が見えないので、５年後、10
年後をイメージできる補足が必要だと思いま
す。また、個別施策の成果指標を積み上げた
とき「全体としての成果」はどうなるのかに
ついても補足が必要と思います。

５つの重点的・横断的な取組は理解できます
が、「全体像」の中に示したらどうでしょう
か。

総合計画における個別施策を積み上げた全体
像の目標（成果）は、重点的・横断的な取組
として、出生数や健康寿命、市内総生産額
（ＧＤＰ）など、9つの目標値（成果指標）
を掲げています。
人口減少の課題に対しては、国のまち・ひ
と・しごと創生法等に基づき、本市における
人口の分析を行い、人口問題に対する市民と
の認識を共有し、今後目指すべき人口の将来
展望等を示すため、今年度内に総合計画とは
別に人口ビジョン及びまち・ひと・しごと創
生総合戦略を策定し、公表する予定です。ま
た、財政計画についても今年度内に策定し、
公表する予定です。

重点的・横断的な取組

■１子育て支援・健康長寿の推進

若者の結婚促進の対策を記載していただきた
い。

県や民間事業者等と連携し、個人のニーズに
あった効果的な結婚イベントやマッチング事
業を通して、出会いの場を提供してまいりま
す。

重点的・横断的な取組

■３防災・減災の強化

国が進めている「防災、減災、国土強靱化」
の強靱はしなやかのレジリエンスの意味を込
めて強靭にしていることから、文中にある強
‟靭”はすべて強‟靱”に修正していただきた
い。

ご指摘のとおり、「強靱」に修正いたしま
す。

施策1-1
防災・減災機能の強化

■現状と課題

1つ目に「本市の災害による被害は、平成10
年及び平成29年の大雨による河川決壊、土砂
崩れ、床上浸水などがあげられます。しか
し、他の地域に比べて頻度が少なく規模も小
さいことから、防災・減災に対する意識の低
さや危機感の希薄化が課題となっていま
す。」とありますが、施設被害と一般被害が
混合しています。また、平成10年、平成29年
は小規模災害でないため、文章全体を修正し
ていただきたい。

ご指摘のとおり、現状と課題を「本市におけ
る大規模な自然災害は平成10年及び平成29年
の豪雨被害などがあげられますが、時間の経
過とともに住民の防災・減災に対する意識の
低下や危機感の希薄化が懸念され課題となっ
ています。」に修正いたします。

施策1-1
防災・減災機能の強化

■施策

市職員が各集落を担当して、年１回防災訓練
を実施する内容を記載していただきたい。

支所・行政サービスセンターを中心に各自主
防災会で訓練を実施します。高齢化等の事情
により、実施が困難な地区に関しましては、
他の地区と合同で行うなどの新たな取組を
行ってまいります。

施策1-3
交通安全・防犯対策の推
進

■施策の展開１　交通事故防止

高齢者講習の運転実技講習会を記載していた
だきたい。

佐渡警察署と連携し、高齢者向けの安全運転
講習会を実施するなど違反・事故を起こさな
い取組を実施してまいります。
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施策 意　見 回答

施策1-4
交通体系の充実

■施策の展開２　交流人口拡大に向けた交通
体系の充実

佐渡航路、飛行場対策が弱いので見直してい
ただきたい。

航路、航空路対策は重要ですので、施策の展
開に主な取組、主な事業を記載してありま
す。引き続き対策に取り組んでまいります。

施策1-4
交通体系の充実

■施策の展開１　まちづくりと連携した地域
交通ネットワークの構築

高齢者の移動手段がないので、地域循環型バ
スを走らせてほしい。高齢者に限らず誰でも
利用できるようになると思います。

地域内交通の充実に向けては、交通事業者と
協議しながらデマンド運行や自家用有償旅客
運送、グリーンスローモビリティ及び自動運
転技術の導入の検討、整備に取り組んでまい
ります。

施策1-4
交通体系の充実

■施策の展開２　交流人口拡大に向けた交通
体系の充実

佐渡汽船の赤字対策として小木航路の時刻表
の改善について記載していただきたい。

ご意見等を踏えながら、航路事業者はじめ関
係自治体とともに航路収支の改善に向けて取
り組んでまいります。

施策1-4
交通体系の充実

■施策の展開2　交流人口拡大に向けた交通
体系の充実

島民の足である航路の充実と、滑走路の2000
ｍ化と空路の早期実現について記載していた
だきたい。

休止中の航空路再開、新佐渡空港滑走路
2,000ｍ化に向けて取り組んでまいります。

施策1-5
道路施設等の整備

■現状と課題

３つ目の「～維持管理や強靱化」について、
何を強靭化するのか不明なので～維持管理や
国土強靭化に修正していただきたい。

ご指摘のとおり、現所と課題を「そのため、
災害を未然に防ぐための適正な道路施設の維
持管理や国土強靭化による防災・減災の取組
が求められています。」に修正いたします。

施策1-5
道路施設等の整備

■現状と課題

１つ目で、国道350号は記載と佐渡一周線の
記載が同一となっています。以下のように修
正したらどうでしょうか。
（修正案）
「また、国中地区における国道350号におい
ては渋滞の発生が見られることや、主要地方
道佐渡一周線等においては狭隘で法線の悪い
危険個所、大型バス等通行不能区間があるな
どの課題があり、住民生活に支障をきたして
います。」

ご指摘のとおり、現所と課題を「また、国中
地区における国道350号においては渋滞の発
生が見られることや、主要地方道佐渡一周線
等においては狭あいで法線の悪い危険個所、
大型バス等通行不能区間があるなどの課題が
あり、住民生活に支障をきたしています。」
に修正いたします。

施策1-5
道路施設等の整備

■現状と課題

１つ目で、道路ネットワーク再編には道路管
理者(県)との調整が必要になため、以下のよ
うに修正したらどうでしょうか。
（修正案）
そのため、各道路管理者(県)と調整のうえ国
道・県道を含めた道路ネットワークの再編や
狭隘区間の解消など国県への働きかけや、地
域住民との協議による集中的かつ効率的な整
備を行う必要があります。

ご指摘のとおり、現状と課題を「そのため、
各道路管理者(県)と調整のうえ国道・県道を
含めた道路ネットワークの再編や狭あい区間
の解消など国県への働きかけや、地域住民と
の協議による集中的かつ効率的な整備を行う
必要があります。」に修正いたします。

施策1-5
道路施設等の整備

■現状と課題

線上降水帯を線状降水帯に訂正してくださ
い。

ご指摘のとおり「線状降水帯」に修正いたし
ます。



施策 意　見 回答

施策1-5
道路施設等の整備

■成果指標

〈施設の展開〉で以下施策の目標値について
は、「市管理移設を対象とした値」というこ
とで理解しても良いのでしょうか。
２、道路橋梁の長寿命化「橋梁の健全度率」
３、道路等の適正管理「舗装の修繕延長（累
計）」

お察しのとおりです。

施策1-5
道路施設等の整備

■施策の展開

高齢化社会に伴い自動車の運転免許証の返上
に伴う、シニアカー等安全な街路設計の整備
を記載していただきたい。

歩道等については、交通量や安全性を検討
し、必要に応じ整備していきたいと考えてお
ります。

施策1-5
道路施設との整備

■施策の展開３　道路等の適正管理

両津夷地区には沢山の一方通行があります
が、それを利用した慢性的な駐車車両も多
く、火災や災害時に活動の邪魔になる事は必
須です。一方通行の改善が必要と思います。

道路等の適正管理については、舗装面や道路
施設等の適正な管理に取組むことを目標とし
ております。
両津地区の一方通行について過去の経緯等は
不明ですが、一方通行及び駐車車両の改善に
ついては、地域、警察署及び公安委員会との
協議により進められるものと思われます。

施策1-9
自然環境の保全

■施策

「自然環境の保全」湧水の活用(定期検査と
給水所の整備)、天然記念物の巨木を保全整
備について記載いただきたい。

人と自然との共生を目指し、豊かな自然環境
の保全と活用に取り組んでいく中で、ご意見
のありました湧水や巨木等についても検討し
てまいります。

施策1-10
脱炭素・持続可能社会の
推進

■施策の展開１　再生可能エネルギーの導入
促進

スマートアイランドとしてIOTによる効率
化、災害に強い街づくり、ゼロカーボン島を
目標とする施策を記載していただきたい。

ご指摘のとおり、再生可能エネルギーの導入
に当たっては、IoT技術の活用は重要である
ため、主な取組を「公共施設等における自
立・分散型の再生可能エネルギー供給源を確
保し、IoT技術も取り入れて災害時等の防災
力の向上に取り組みます。」に修正いたしま
す。

施策1-11
生活環境の整備

■施策

行政福祉の配布物の削減・デジタル化につい
て記載していただきたい。

将来的にIT機器の活用により、行政情報のデ
ジタル化を図り各世帯への配布物の削減につ
なげていきたいと考えております。

施策2-1
地域医療の充実

■施策の展開３　へき地医療の維持

リモート在宅医療の推進について記載してい
ただきたい。

リモート在宅医療についても、医療における
ＩＣＴ化の検討項目と考えております。

施策2-2
健康づくりの推進

■施策

高齢者の健康づくりに向けて、温泉の活用で
健康推進を図る内容を記載していただきた
い。

温泉施設や集落センター等各集落にある施設
を活用し、保健事業と介護予防事業を一体的
に実施することで、高齢者の健康づくりに取
り組んでまいります。

施策2-6
地域福祉の充実

■施策

高齢化で地域老人クラブの衰退を、市職員の
企画・運営でサポートする内容を記載してい
ただきたい。

老人クラブは、地域の高齢者が自主的に組織
し、生き生きとした高齢社会の実現を目指す
ことを目的に活動する団体で、現在佐渡市社
会福祉協議会が企画・運営面でのサポートを
実施しております。市としても社会福祉協議
会と連携しながら高齢者の生きがいづくりの
活動を引き続き支援してまいります。



施策 意　見 回答

施策3-1
子ども教育の推進

■施策の展開１　学ぶ意欲を高め確かな学力
等を育成する教育の推進

学力の向上の具体的方策が弱いと思います。

具体的な取組については、カリキュラムの中
で対応してまいります。

施策3-1
子ども教育の推進

■施策の展開１　学ぶ意欲を高め確かな学力
等を育成する教育の推進

学力向上に「リモート学習の推進」を記載し
ていただきたい。

現在学校では、臨時休校時ややむを得ず学校
に登校できない児童生徒を対象にしたリモー
ト学習を進めています。塾についてのリモー
ト対応は、市として準備はしておりません。

施策3-2
学校教育環境の整備

■施策の展開３　高等教育・研究機関等との
連携強化

異文化交流の活発化や留学目的の交流、学生
のグローバル教育の推進、海外大学誘致など
について記載していただきたい。

ご指摘のとおり、異文化交流は重要なことか
ら、主な取組を「グローバルな人材育成を図
るため、高校生の海外留学を支援します。」
に修正いたします。

施策3-3
生涯学習の推進

■施策

学校施設をフルに活用し、将来は公民館を廃
止する。また、遊休農地の活用として、新規
に園芸サークルを立ち上げるなどを記載して
いただきたい。

各地区の公民館を拠点に様々な事業の実施を
考えております。

施策3-4
スポーツの推進

■施策全般

障がいのある人に優しい島として、開催する
スポーツイベントについてチャリティーを基
本として開催してはどうでしょうか。
障がいのある方への思いやりの持てる優しい
街。島となる事ができる。また全国、全世界
あからの注目度も増えると思います。

市のスポーツ事業は、市内の子どもや青年、
高齢者等の健康維持・増進を図るものとし
て、無料であったり比較的安価な参加費で実
施しています。また、佐渡の自然環境などを
活かし、観光と結び付いたスポーツ大会とし
て実施しています。チャリティーとは違う観
点で実施され、定着していることから、現時
点ではチャリティーイベント化することは考
えておりません。

施策3-4
スポーツの推進

■施策

スポーツ施設について、前日までに申請用紙
の提出を改善し、当日予約・会員券提示だけ
で気軽に利用できるよう予約システムの改
善・予約受付の簡素化などについて記載して
いただきたい。

予約システムの導入については、スポーツ施
設だけでなく、市施設全体の課題と考えてい
ます。また、スポーツ施設においては、電話
連絡による予約を希望される方も多数おられ
ます。
このことから、費用対効果等も見極めている
ところですが、利用直前の施設予約について
は、施設の適正管理の観点から、電話にてお
願いしたいと考えているところです。

施策3-5
分化振興の推進

■施策の展開３　博物館事業の推進

博物館事業の推進の中で、ジュニア学芸員等
の養成講座と具体的事業となっているため、
「子どもたちが、博物館の魅力を知り、遊び
と学びが体験できるイベントや講座等の充実
に取り組みます。」にしてはどうでしょう
か。

ご指摘のとおり、主な取組を「子どもたち
が、博物館の魅力を知り、遊びと学びが体験
できるイベントや講座等の充実に取り組みま
す。」に修正いたします。



施策 意　見 回答

施策3-5
文化振興の推進

■施策の展開１　世界遺産等の地域資源の保
存と活用

目標値「ふれあいガイドの利用客数」につい
て、まずは充分な数のガイドを養成すべき思
われるので、目標値を新規ガイドの養成数に
してはどうでしょうか。

お一人でも多くのお客様に「佐渡島の金山」
の普遍的価値を、正確に情報発信すること、
また、島民と直接ふれあうことにより、再訪
にもつながるものと考えており、目標値を
「ふれあいガイドの利用客数」としておりま
す。
現在、ガイドできる人数も減少傾向であり、
引き続き、新規ガイドの養成も取り組んでま
いります。

施策4-1
農業の振興

■施策の展開３　生物多様性の保全と里山の
振興

農業に取り組んでいく土地と自然に返す土地
について、方策が弱いので検討していただき
たい。

将来的に残すべき農地のゾーニングについて
は、人・農地プランに基づく地域での話し合
いや農業委員会などの関係機関と検討してま
いります。

施策4-1
農業の振興

■施策の展開１　地域の実情に応じた営農体
制の確立

集落営農業組織づくりのサポートや市民農園
の見直し、園芸サークルを各地区に発足する
などの内容を記載してはどうでしょうか。

集落営農については、人・農地プランのエリ
アを中心に、新潟県やＪＡ等の関係機関とサ
ポートチームを結成し、説明会や相談会など
に出向いています。引き続き地域の実情に合
わせながら、営農体制づくりを進めてまいり
ます。
市民農園については、現在、区画整理や環境
整備、また条例改正等は計画しておりませ
ん。
園芸サークルについては、ＪＡの園芸品目ご
との倶楽部において勉強会等を実施している
ほか、巡回営農指導も行っており、近年で
は、直売所への出荷も好調であることから、
新たな園芸サークルや農作業サポーターを設
置することは考えておりません。

施策4-1
農業の振興

■施策

非農地が多いので、食料自給率の向上のため
地産地消の土地利用に向けた内容を記載して
いただきたい。

みどりの食料システム戦略への取組みを中心
として、有機農産物の生産拡大、食料自給率
向上、農地保全、就業者確保などをはじめと
した労働生産性の向上を目指しております。
また、生物多様性保全、循環型農業の取組を
さらに進め、里山の保全や活用を含め、総合
的に農業の振興を図ってまいります。

施策4-5
観光の振興

■施策の展開２　消費額向上に係る滞在型観
光促進

色々なオブジェを配置し、写真スポットを設
置した方が宿泊期間も長くなり、撮影したス
ポット写真をＳＮＳに投稿されるなど、様々
な影響が期待され、リピーターに繋がると思
います。

写真スポットを発信することによって、滞在
時間（期間）の延長、消費額向上にもつなが
るものと考えております。
観光パンフレットやホームページなど、お客
様の目につきやすい媒体へ掲載するなど検討
してまいります。

施策4-5
観光の振興

■施策

観光と農林水産業の連携が弱いので、検討し
ていただきたい。

総合計画では特段記載はしないものの、引き
続き、農林水産業との連携は推進してまいり
ます。



施策 意　見 回答

施策4-5
観光の振興

■施策の展開２　消費額向上に係る滞在型観
光促進

佐渡の魅力の一つに、信号と交通量の少なさ
があります。
ロードバイク含めた自転車観光の魅力を図る
ため、加茂湖一周のバイク道路整備と国道に
自転車専用レーンの整備について記載してい
ただきたい。

自転車専用レーンなど新たな道路整備につい
ては、国土交通省や新潟県など関係者との協
議も必要なことから、今後、一定程度の進捗
があった場合、次期総合計画に反映できれば
と考えております。

施策4-5
観光の振興

■施策

世界遺産だけに頼らず、「佐渡の魚介類と遊
んで楽しめる水族館」や、「巨木の島・佐
渡」など佐渡の自然の魅力を発信する内容を
記載していただきたい。

世界農業遺産やジオパークなどの豊富な観光
資源や歴史、食などの魅力ある地域資源を戦
略的に発信することによって、滞在時間（期
間）の延長、消費額向上にもつながるものと
考えております。

施策4-5
観光の振興

■施策

佐渡温泉は水素イオンの濃度（ｐｈ）が高
く、ぬるぬるで肌触りがよく、皮脂の汚れを
落とす効果があるので、「温泉」アルカリ性
温泉を「美肌の湯」として売りむ内容を記載
していただきたい。

温泉施設や泉質を案内することは引き続き
行っていくものの、無料開放については現在
実施することは考えておりません。

施策4-6
産業連携・販売祖戦略の
推進

■施策の展開１　高付加価値化及び販路の開
拓・販売拡大の推進

在佐渡企業の海外進出への障壁の容易化・産
業促進について記載していただきたい。

佐渡産品の既存ルートの継続的販売に加え、
新たな流通販売網の確保に取り組みたいと考
えております。

施策4-8
移住定住の促進

■施策の展開３　企業誘致による多様な人材
と企業が活躍できる仕組みづくり

企業誘致にしろ、移住者にしろ、”受け入れ
態勢や受け入れのためのインセンティブメ
ニューが必要だと思います。

受け入れ態勢では、佐渡UIターンサポートセ
ンターでの相談受付業務やNEXT佐渡と官民一
体となり企業誘致に取り組んでいます。受け
入れインセンティブについては考えておりま
せん。

施策4-8
移住定住の促進

■施策

自然・温泉・市民農園・スポーツ施設が低料
金・旬の食べ物などの佐渡の良さのPRと、行
政サービス・子どもの教育環境・デジタル化
による佐渡の不便さの解消について記載して
いただきたい。

必要な情報が必要な方に伝わるよう見やすい
ＨＰやＳＮＳの運用を行い、観光から定住に
つながるよう地域の魅力を発信してまいりま
す。

施策5-1
市民参画と協働による地
域づくりの推進

■施策

市職員が各集落を担当し、月１回個別訪問、
広報などの配布、個別相談、行事のサポート
などの行政サービスについて記載いただきた
い。

地域づくりは高齢化社会に向けた支所・行政
サービスセンターを拠点とした自助、共助の
仕組みづくりを進めるとともに、民間企業、
ボランティアによる公助の仕組みづくりを進
めていく必要があると考えております。



施策 意　見 回答

施策5-3
男女共同参画の推進

■施策の展開３　あらゆる政策・方針決定の
場への女性参画の促進

施策と目標３に示される「本庁の付属機関等
の登用の目標値が40％」はいかがなもので
しょうか。
ジェンダー平等や男女均等は「Fifty：
Fifty」50：50という考えかたではないで
しょうか。目標値は、50％でない理由につい
て伺います。

佐渡市内の現状等を踏まえ、総合計画の前期
基本計画においては、まずは国や県で掲げる
審議会等に占める割合40％以上を目指してま
いります。

施策5-4
広報・広聴活動の推進

■施策の展開１　多様な情報媒体を活用した
広報活動

佐渡市の認知度を上げるために各種イベント
が行わているようですが、鼓童や海外で活躍
されている方の協力を得て、海外で佐渡をＰ
Ｒしたらいかがでしょうか。

効率的・効果的なPRに繋がっていく手法につ
いては、積極的に活用していきたいと考えて
おります。

施策5-4
広報・広聴活動の推進

■施策

人口減少に見合ったスリムな行政、デジタル
化で「日本一住みやすい島」を目指す内容を
記載していただきたい。

ご指摘のとおり、毎月各家庭に配布する広報
誌（市報さど、行事予定）等については、デ
ジタル化を含めた手法を検討し、業務や資源
の効率化に取り組んでまいります。

施策5-5
行政運営・財政運営の推
進

■施策の展開２　持続可能な財政運営

地場産の振興と市財政の強化につながるよ
う、ふる里納税の推進が必要と思います。

人口減少等により、市税や地方交付税の減少
が見込まれる中、ふるさと納税の推進は、本
市独自の施策の新たな財源として期待できる
ものであることから、主な取組を「国・県な
どの補助制度やふるさと納税の活用など、積
極的な財源確保に努めます。」に修正いたし
ます。

施策5-5
行政運営・財政運営の推
進

■施策の展開１　行政改革の推進

高齢者にもIT機器を普及させ、官公庁の作業
効率化(デジタル化)に努める内容を記載して
いただきたい。

市民の利便性向上に向けて市内デジタル化を
推進していくためにも、将来的には高齢者含
め市民へのIT機器の普及とあわせて、誰もが
活用できるよう講習・研修が必要であると考
えております。

施策5-5
行政運営・財政運営の推
進

■施策の展開１．行政改革の推進

デジタル化の推進を特出し、記載していただ
きたい。

行政改革の推進に当たっては、主な取組に
「AIやICT技術を行政のデジタル化、オンラ
イン化の推進」を記述しています。デジタル
化の推進に当たっては、情報通信技術の進展
を踏まえつつ、各施策において重点的・横断
的に取り組んでまいります。
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その他

佐渡島ＳＤＧｓ地域循環共生圏の実現に向け
て提案があります。トキ交流館では、以前か
らトキを軸として新潟大学や地域住民が集い
様々な活動をしており、また、就学旅行生や
東京の大学生を受け入れ環境学習の拠点とし
て利用されてきました。そこで、脱炭素を目
指し、オール電化、３Ｒ(リユース・リ
デュース・リサイクル)に取り組みに向け、
トキ交流館をそのように改築してＳＤＧｓの
モデルとして全国から見学にくるような施設
にしてほしいと考えます。
また、潟上地域には、すばらしい観光資源が
たくさんあります。農林水産業の体験と結び
つけれればすばらしい観光コースが作れると
思います。どんどん佐渡へ人を呼んでほしい
と思います。

ご指摘のとおり、トキ交流会館について、今
後もより多くの大学等に利用いただけるよ
う、人とトキが共生する地域づくりを目指
し、大学等の環境に関する研究、学習及び体
験活動を通して、地域住民との交流活動の推
進や地域の活性化を図るとともに、再生可能
エネルギーの導入や省エネ化の検討も含め、
交流や地域循環の拠点となる施設として活用
してまいります。

その他

佐渡市は、新潟県の中で、どのような位置づ
けを目標にするのでしょうか。例えば、農産
物でキープレイヤーか？観光客のキープレー
か？高齢者福祉で先進のプレイヤーになるの
か、など新潟県の視点で見たときの佐渡の役
割はどこを目指すのでしょうか？

本市には世界文化遺産登録を目指す佐渡金銀
山をはじめ、認定から10周年を迎えた世界農
業遺産やトキ、日本ジオパーク等の世界に誇
れる歴史・文化・自然など、豊かな地域資源
があります。
また、佐渡は離島であるため、課題もありま
すが、新潟県内の市町村の中でも多様な分野
において、独自の施策を展開しやすい環境で
あるため、小さく、コンパクトで持続可能な
日本の自立・分散型社会のモデル地域となっ
て、様々な社会的課題の解決と新たな地域づ
くりに取り組んでまいります。

その他

５年後、10年後のより良い佐渡市を目指すの
は、行政だけの課題ではなく、今ここに住ん
でいる私たち市民の課題です。私たちは、５
年後の佐渡市のあるべき姿に、少しずつ近づ
けるために、今の暮らし方変える努力義務が
必要と思います。
そのために市民は、どのような暮らし方や心
構えをしたらよいかご意見伺います。

5年後、10年後のより良い佐渡市を目指すた
めには、身近な課題も他人事と捉えず、それ
ぞれができる活動や取組を率先して行うこと
が大切であり、総合計画では、基本計画の施
策ごとに市民や団体、事業者、行政それぞれ
の役割分担や協力の考え方をお示ししていま
す。様々な課題に対し、それぞれが一体と
なって取り組むことが重要と考えておりま
す。

その他

佐渡島全体を多様性に冨む、人々の生活空間
として訪問者へも下記のように配慮し定義す
る。
「佐渡島アラヤホール」として歴史、文化、
芸能、自然、地質、等の学習探求の島と定
義。

本市には世界文化遺産登録を目指す佐渡金銀
山をはじめ、認定から10周年を迎えた世界農
業遺産やトキ、日本ジオパーク等の世界に誇
れる歴史・文化・自然など、豊かな地域資源
があります。
このような地域資源を産業や交流等に活か
し、次世代に継承できるよう、創意工夫によ
り取り組んでまいります。

その他

基本目標や施策は理解できますが、施策の展
開と取組には新鮮さがないと思います。
市民目線で思い切った新規事業や改善施策を
打ち出し佐渡を変えて下さい。行政運営の経
験豊富な渡辺市長に期待しています。

市民サービスが行政の基本であるという認識
のもと、事務事業の見直しと財源確保の徹
底、中長期的な視点での新規事業の提案や事
業の改善等を行い、市民から信頼される行政
運営に取り組んでまいります。

その他

■基本構想

基本理念について、主題と副題が長文のため
インパクトに欠けていると思います。

基本理念の主題・副題については、審議会で
の意見等も踏まえ、佐渡の特徴をできる限り
わかりやすく表したものとなっています。
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その他

■基本構想

佐渡金銀山の開発～独特の文化としています
が、特記する理由が理解できません。その他
の文化はどう位置づけるのでしょうか。

ご指摘いただいた基本構想では、代表的な文
化として世界に誇れる佐渡金銀山について記
述しています。
その他の文化についても、総合計画の序論や
基本計画の文化振興等で記述していますが、
より具体的な内容は、文化振興ビジョン等の
個別計画において位置づけております。


